
私たちは毎日、なんとなく
せわしく仕事をしています。

青木も病棟・外来そして院
長業務でパタパタして、あっと
いう間に午後５時になってしま
うのです。時間厳守のベトレ
ヘム病院ですので、５時過ぎる

と院長は率先して帰ってしまいます。
そんな中でも時間にゆとりがありますと、『晴耕雨読』と

いう大好きな言葉に従って、論文を書きます。論文書きは
長年の習慣であり、趣味なのです。

なぜか論文を書いていますと、時間の経つのを忘れてし
まいます。（もちろん“本業”はしっかりとやっていますよ）

いま、「子どもの虐待」についての論文を執筆中です。
虐待というと、メディアでは「こんなひどい、許せない虐

待があった」と報道しますが、青木の研究は、虐待をして
いないのに虐待として犯罪者扱いをされている親御さんの
救済です。

実は日本では子ども虐待として告発されている“えん罪
被害”が多発しているのですが、知っている人はほんのわ
ずかなのです。

もちろん、メディアではこんなことを報道すると虐待がま
すます増えてしまうという危惧からか、この問題は人目につ
くことはありません。

虐待研究のきっかけは、もうかれ
これ30年も前に「日本の赤ちゃんに
特有な頭蓋内出血」の論文を書い
たことに始まります。この論文は脳
神経外科の分野では国際的にもっと
も有名なジャーナル（Journal of Neurosurgery）に掲
載されました。「乳幼児型急性硬膜下血腫」という論文です。
この疾患は生後6ヶ月から１才の男の子がお座りやつかまり
立ちから転んで、タタミやマットに後頭部を打って痙攣を起
こすのが特徴です。

ところが、いつの間にか日本では「乳幼児型急性硬膜下
血腫」が「揺さぶられっ子症候群（SBS）」と名付けられて、

虐待とされるようになってしまったのです。
こうなった原因ははっきりしています。むかし欧米では硬

膜下血腫＋眼底出血＝虐待という自動的な診断があったの
です。もちろん今はこんな単純な自動診断は通用しないの
ですが一部にまだ残っていて、その一つが日本なのです。

CTで硬膜下血腫があって、検査で眼底出血が見られると
有無を言わさずに子どもは親から引き離され、はてしない
親子分離状態となります。親御さんはびっくりするやら怒る
やらで、天地がひっくり返るような大騒ぎになるのです。日
本では年間で100件以上の発生と推定されています。この
問題の解決に青木の力は微力ですが、slow and steady
で取り組んでいこうと論文を書いています。

さて、高齢とはなりましたが、頭の回転と早口ではまだま
だ若者には負けません（と思うことにしています）。

今のうちにお世話になった社会への恩返しをしたいと思
います

70才を過ぎて気の向くままに、一茶の俳句に習って一日
を過ごしましょう：

「茶もつみぬ（本業）松も作りぬ（趣味）丘の家」.小林一茶

 『�晴耕雨読』 〜雨の日には論文を書きましょう〜 院長　青木 信彦

一茶の「丘の家」は

こんな家でしょうか

CTで硬膜下血腫 眼底出血
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ひとから真に求められる『心のケア』を考えます
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看護管理学会に参加して
保田しのぶ（1階病棟師長）

10月11日から看護管理学会参加のために札幌へ行って
来ました。スタッフからは「旅行ですね」と言われ送り出され
ました。札幌での夜景は絶景で食事は美味しく、生まれて初
めてエゾシカとラムのしゃぶしゃぶを食べましたが、とっても
美味しかったです。もちろん食べ物だけを見つけたのでなく、
学会の内容も学んできました。当院に必要なのはコーチン
グ技術だと考えさせられ、また一番面白いと感じたのは、「働
くアリと働かないアリの“ありよう”からみる個性と組織の存
続」でした。アリは働くイメージがありますが、実際働いてい
るアリは２～３割だそうです。後の7割は巣の中でゴロゴロ
しています。それは、存在最適進化といいます。

効率だけを求める組織は存在が継続しないのです。集団
は個体ごとに役割があり、全体として機能を果たす「社会」を
形成するものだというのです。社会の永続的な運営に個性
が必要であるとし、働いていない様に見えるものも何かの役
割を担っているのです。

私もスタッフも1人1人個性があり、どういう人なのかを改
めて考える機会になりました。「個々を尊重し助け合える」「考
える看護ケア」をスタッフと一緒に目指したいと思います。

遠藤かほる（２階病棟師長）
先日の10月12日と13日の、日本看護学会看護管理学術

集会に参加するために11日より、北海道の札幌に行かせて
頂きました。研修内容が、看護管理ということでしたので、全
国の看護管理職者が多数集まりました。少子超高齢化社会
を迎え、2025年度を見据えた社会保障制度改革について
の講義内容が多数あり、もう本当に他人ごとではない…と切
実に感じました。

研修後には、一緒に行った保田師長と札幌の藻岩山から
宝石の様に輝く夜景を見て、何ともロマンティックな気分で
帰って参りました。心も胃袋も満たされる研修となりました。
この様な機会を頂き本当にありがとうございました。

日時：平成29年10月19日（木）　13：30～15：35
　恒例の院内研究発表会、各部署から日頃の積極的な取組の紹介が
あり、実りの多い時間となった。

 ☆教育講演「 死に方選びは、生き方探し 」   院長：青木 信彦  公開健康講座でも好評を得た、院長講座の再演。高齢社会を生き抜く知恵と心構えをやさしく解説。

ベトレヘムの園病院　院内研究発表会

1．「地域における公益的な取組」への挑戦  
           ～“いいのだけれども、だめ”な私たちの今を変える～

           事務部　菊池　誠　協力：医療連携課医療相談室
           「地域における公益的な取組」の活動意義と今後の課題を考察。
           広域連携事業「中間的就労」の活動実績と、新たに挑戦する取
           組についても報告。

2．当院の過去５年で退院となった癌患者の緩和ケアの実態調査
     　 看護部　◎窪田由佳　保田しのぶ　遠藤かほる　
     　 協力：後藤佐惠子　増田千晴　須田加矢子
　　  「尊厳を大切にした看取り」に力を入れ地域に根差した病院作り
　　  を模索するなか、当院の癌患者の症例を緩和ケア実態調査の結
　　   果にまとめ、報告した。

3．～入院患者の表皮剝離に関する臨床的研究～  
　　   第二報 業務改善に伴う実態調査と効果

二階病棟　◎市川夕子　遠藤かほる
昨年度の第一報では表皮剥離の多くは入
浴を中心とする業務に関わって発生して
いる事が明らかに。本年度は入浴業務を
見直し改善した事により表皮剝離が減少、
その成果を報告。

4．「薬剤科における業務改善の試み」
薬剤科　
◎平澤佑実彦　後藤佐惠子　小熊　梢
人員配置の変更に伴い試みた業務改善を
継続的なものとする為に、業務改善までの手順を問題抽出、
方法模索、業務実行、結果評価の４つに分けて考察。

5．低栄養患者へのプロテイン付加による効果の検証　
栄養科　廣瀬孝洋
栄養科における低栄養患者の早期発見と介入の取組として、プ
ロテインを使用している患者 5 名の栄養状態の変化を検査値か
ら検証し、報告した。

6．当院栄養科職員の検便検査 変更前後の比較
○大谷佐江子、安積和子、阿部　愛、古田百合子（臨床検査科）
当院栄養科職員の検便検査施行のタイミングを変更した。変更
後 3 年が経過したので、変更の妥当性を検証するため、比較検
討を行った。

7．「進行性核上性麻痺に対するシーティングの検討の報告」   
リハビリテーション科　濵口憲一朗
進行性核上性麻痺の進行により、姿勢保持
が難しい患者にチルト型車椅子を導入。安
全な摂食が可能な状態でのシーティングを
検討、実施した結果を報告。
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第17回 
院内研究発表会



リハビリテーション科では先日行われたふれあいバ

ザーで患者さんと共に作った作品を出品しました。

今回は前回好評だったアクセサリーに加えクリスマス

関連の商品を沢山制作しました。その中でも今回一番

人気だった松ぼっくりのツリーはスタッフが集めた松

ぼっくりを煮沸し乾

燥させたものを使用

しました。そこに、

患者さんが思い思

いに毛糸を巻きつ

けました。毛色だけ

でなく巻き付け方に

も一点一点が患者

さんの個性の現れ

た 作 品となりまし

た。

カレンダーは一年

をかけてその月ごと

の絵を患者さんに

描いて頂き作成しました。すでに来年に向けて画伯達

の創作活動は始まっております。

当日は商品を作っていただいた患者さんにも販売ス

タッフになってもらいバザーを盛り上げて頂きました。

また育休中のスタッフも遊びに来て、患者さんとの久し

ぶりの会話を楽しんでいました。

☆参加された患者さんの声☆
Aさん「楽しかったー。欲しい買い物が出来て満足。

         また行きたい。」

Bさん「売り子で久しぶりに大声を出せて楽しかった。」

Cさん「久しぶりの外出で色々なものを見られて楽しかっ

         たです。買いたかったパンも買えました。」

このほかにも沢山の楽しかったという感想を頂きま

した。

売り場の隣にはリ

ハ科スタッフによる

無料健康相談コー

ナーを設けました。

来年も行いますので

日常の健康のお悩

みなど些細なことで

もお気軽にご相談く

ださい。また当日の

様子はリハ科ホーム

ページにも掲載され

ていますのでぜひご

覧ください。

リハビリテーション科リハビリテーション科リハビリテーション科 ふ れ あ い バ ザ ー
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・健康まつりを終えて

週間予報では「雨」

と天気も心配でした

が、晴れの特異日通

りい い 天 気 に恵ま

れ、11月3日の「ふ

れあいバザー」の一

環として「健康まつり」

も無事終えることができました。本年も、健康相談の中で

「血管年齢測定」を実施いたしました。判定までに時間を

要し、お待たせしてしまいましたが、「年齢より若かった!!」

と結果に微笑まれた方が多くいらっしゃいました。

そして今年初の取り組みとして、11月から実施を予定

している「ベトカフェ」を、1階待合室を利用しプレオープ

ンしました。健康相談の他に、ホッとして頂ける空間の中

で飲み物とお菓子を

提供し、お祭り会場で

購入されたお昼ご飯

なども広げて頂きな

がらゆったりとした時

間を過ごして頂けた

のではないかと思っ

ております。

今後も地域公益事業の一環として、「ベトカフェ」を第2・

4火曜日10:00 ～ 13:30、2Ｆ会議室で開催致します。

地域の皆さまにくつろいでいただける空間を提供してい

きたいと思います。併せて健康相談や、リハビリ体操など

も取り入れていきたいと思っていますので、足を運んでい

ただけたら幸いです。

２０１7
大和理恵（医療相談室）
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ベタニアの家 チャリティーコンサート 
平成29年12月13日（水）　開演:18:00（開場17:30）

“HAPPY JAZZ TIME  
  鈴木直樹&スウィングエース”
練馬文化センター 小ホール　
全席自由￥3,000

2017年クリスマス会
平成29年12月19日（火）　
ミサ／14:00～　　
キャンドルサービス／16:20～

「皮膚科で診てもらいたいけど恥ずかしい」「この症状は皮膚

科でいいのか、他の科がいいのかわからない」そんな声が聞こ

えてくるのが陰部の皮膚トラブル。実にたくさんの病気があり、

このスペースで全部を説明することはできませんが、よくある症

状をいくつか説明します。

「かゆい時」。俗に“インキンタムシ”と呼ばれる白癬菌（水虫

菌）による、或いはカンジダ菌といった皮膚に寄生するカビによ

るものや、脂漏性皮膚炎（湿疹）が代表的なものですが、その

ほか、蒸れてかゆくなることもありますし、尿漏れやおりもの

（帯下）が原因のこともあります。近年はウォシュレットの使い過

ぎによるものもあります。ウォシュレットはせいぜい1日1回く

らいにしましょう。また殺菌剤入りの石鹸で毎日洗っていてかゆ

みが止まらない、というケースもありました。殺菌剤入りの石

鹸は、手を洗う時も含めて普通の生活では必要ありません。そ

のほか、性感染症のひとつである毛虱もかゆくなります。下着

やオムツなどの素材が肌に合わなくてかゆくなることもありま

す。

「痛いとき」。最初に考えるのは、帯状疱疹や単純ヘルペス

によるものです。その他、粉
ふんりゅう

瘤や癤
せつ

と呼ばれるおできの類。さ

らに、掻きすぎて傷がついた時や拭き過ぎ、などがあります。

下痢や軟便が続いて肛門周囲の皮膚がただれて痛いことも（時

にかゆいことも）あります。部位によっては床ずれ（褥瘡）のこと

もあります。もし、痛くないのにジクジクしている、ただれてい

る、出血している時は、なるべく早く受診して下さい。

陰部の皮膚は、薄くて敏感です。ちょっとしたことでもいろい

ろなトラブルが出てきます。心配な時は恥ずかしがらず、まず

は皮膚科にお越し下さい。

ひふの話
陰部の皮膚病

その

37
市川 雅子（皮膚科医師）

公開健康講座  
平成29年11月28日（火） 14:00〜   当院２階会議室

『体験してみよう 
 おしりにフィット紙パンツでワクワク外出』 
講師 ： 大王製紙、窪田看護部長、草野・中川西CW

お知らせ

　11月1日から、ベトレヘムの園病院に勤務いたしました。学生の

頃から、終末期医療に携わりたいと思っていましたので、自然豊か

な穏やかな雰囲気の療養型病院で働けることに、感謝と喜びを感じ

ずにはいられません。人生で避けることのできない病や死は苦しみ

を伴うものですが、最期までその人らしく生きられるように手助けす

る医療は医学の一つの大切なテーマだと思います。13年前の春に、

巡礼地ルルドに卒業旅行として訪れました。信仰の違いを超えて聖

母マリアの前で癒しを祈る人々の姿に心打たれました。そして難病

の方々も現地のボランティアの方たちもお会いする方皆が笑顔であ

り、ケアの精神が受ける人と与える人の心も暖かく照らしていること

を実感しました。その後初期・後期研修では高齢者医療を、4年

目からは神経内科や総合内科を学びました。昨年の4月から当院

の当直をさせていただ

き今日にいたります。

スタッフの方々の丁寧

なお心遣いや、献身的

な医療行為に触れて、

私自身を省みて少しで

も成長したいと願うよう

になりました。まだ知

識も技術も少なく未熟な者ですが、皆様が伝えて下さった、慈しみ

の心を大切に少しずつ学び身に着けたいと思います。色々とご迷惑

をおかけすると存じますが、御教示いただけましたら幸いです。こ

れからどうぞよろしくお願い致します。

新任医師紹介 安原 朋子（内科医師）

 

　最近切実に思う事があって、年齢が増すと、今日は調子がいいと

思っていても次の日には不調だったり、日々体調の変化があり、去年

はこんなはずじゃなかったと一年一年の変化を感じています。だんだ

ん、機械の部品が壊れたり、故障したりするように自分の身体もポンコ

ツになって来ている様な気がします。トホホ・・・　やはり、メンテナ

ンスが必要なのだと日々実感していて、メディアの情報に翻弄されてい

る日々です。そんなこんなを繰り返しながら、また来年がやってくるの

かなぁ・・・。体の部品も交換出来たらいいのに!!（切実）。  （M・Ｋ）

ホームページ
リニューアルのお知らせ
今回、ホームページをリニューアル致しま
した。ブログページもあり、今まで以上に
タイムリーな情報を提供して行きたいと思
います。是非、閲覧して御意見などありま
したらお寄せ下さい。
URL:https://www.betohp.net  

QRコードをモバイルか
ら読み込んでアクセスも
出来ます


